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(57)【要約】
【課題】装身具用連結具における雄連結具を雌連結具に
確実に挿入できるようにする。
【解決手段】雄連結具１００は棒状体１１０からなり、
棒状体１１０には溝１１１が形成されている。棒状体１
１０の溝１１１より前方の領域においては、先端側から
太い部分１１０Ａ、細い部分１１０Ｂ、太い部分１１０
Ｃがこの順番に形成されている。先端側の太い部分１１
０Ａを雌連結具５２０に挿入する際に、接触抵抗が生じ
るため、例えば、使用者が首の後側で雄連結具１００を
雌連結具５２０に嵌め込む際に、使用者は雄連結具１０
０が確実に雌連結具５２０に挿入されつつあることを確
認することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ライン状の装身具の一端を連結可能な雄連結具と、前記装身具の他端を連結可能な雌連
結具と、からなる装身具用連結具であって、前記雌連結具は、前記雄連結具を内部に挿入
した状態にロックすることが可能であるとともに、前記雌連結具に対する使用者による所
定の動作に応じて、前記雄連結具に対するロックを解除し、前記雄連結具を抜き取ること
を可能にする装身具用連結具における前記雄連結具であって、
　前記雄連結具は棒状体からなり、前記棒状体には前記雌連結具が係合する溝が形成され
ており、
　前記棒状体の前記溝より前方の部分は、その先端から、
　最大外径として第一の外径を有する第一部分と、
　前記第一の外径よりも小さい最大外径を有する第二部分と、
　をこの順番に備えており、
　前記第一の外径は前記雄連結具が前記雌連結具の開口部を通過する際に前記雄連結具と
前記雌連結具の開口部との間に接触抵抗を生じさせる大きさであることを特徴とする雄連
結具。
【請求項２】
　前記第一の外径は前記雌連結具の前記開口部に挿入可能な範囲内において最大の外径で
あることを特徴とする請求項１に記載の雄連結具。
【請求項３】
　前記第一部分は外側に凸の曲線状をなし、前記第二部分は内側に凸の曲線状をなしてい
ることを特徴とする請求項１または２に記載の雄連結具。
【請求項４】
　前記第二部分と連続し、前記第二部分の最大外径よりも大きい最大外径を有する第三部
分をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の雄連結具。
【請求項５】
　前記第一部分と前記第二部分との境界には段差が形成されていることを特徴とする請求
項１乃至４の何れか一項に記載の雄連結具。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか一項に記載の雄連結具と、
　前記装身具の他端を連結可能な雌連結具と、からなる装身具用連結具であって、
　前記雌連結具は、前記雄連結具を内部に挿入した状態にロックすることが可能であると
ともに、前記雌連結具に対する使用者による所定の動作に応じて、前記雄連結具に対する
ロックを解除し、前記雄連結具を抜き取ることを可能にする装身具用連結具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雄連結具と雌連結具とからなる装身具用連結具における雄連結具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１５は従来の装身具用連結具の第一の例の分解図である。
【０００３】
　図１５に示す従来の装身具用連結具５００は、雄連結具５１０と、雌連結具５２０と、
からなる。
【０００４】
　後述するように、雌連結具５２０は、雄連結具５１０を内部に挿入した状態にロックす
ることが可能であるとともに、雌連結具５２０に対する使用者による所定の動作に応じて
、雄連結具５１０に対するロックを解除し、雄連結具５１０を抜き取ることを可能にする
ものである。
【０００５】
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　図１５に示すように、雄連結具５１０にはライン状の装身具（例えば、ネックレス）の
一端５３１が連結され、雌連結具５２０には他端５３２が連結される。雄連結具５１０を
雌連結具５２０の内部に連結することにより、ライン状装身具はリング状になり、例えば
、使用者の首の回りに掛けられる。雄連結具５１０を雌連結具５２０から外すことにより
、ライン状装身具は一本のラインになる。
【０００６】
　図１５に示すように、雄連結具５１０は、棒状体５１１と、棒状体５１１の一端に取り
付けられた連結環５１２と、からなる。
【０００７】
　棒状体５１１の一端の近くにはリング状の溝５１１Ｃが形成されている。棒状体５１１
は、外径が一定である第一部分５１１Ａと、先端に近づくにつれて外径が徐々に小さくな
る第二部分５１１Ｂと、からなる。
【０００８】
　ライン状装身具の一端５３１は連結環５１２に連結される。
【０００９】
　例えば、特開平９－１８２６０９号公報の図１に記載されている係止具３は雄連結具５
１０と同一の構造を有している。
【００１０】
　雌連結具５２０は、第一カバー部材５２１と、第二カバー部材５２２と、コイルバネ５
２３と、から構成されている。
【００１１】
　第一カバー部材５２１は下方に開口しており、側壁５２２Ｃの上端には切り欠き５２１
Ａが形成され、他端には連結環５２４が取り付けられている。ライン状装身具の他端５３
２は連結環５２４に連結される。
【００１２】
　第二カバー部材５２２は上方に開口しており、一端には切り欠き５２２Ａが形成されて
いる。第一カバー部材５２１の切り欠き５２１Ａと第二カバー部材５２２の切り欠き５２
２Ａとが上下方向に整列し、雄連結具５１０が雌連結具５２０の内部に挿入される際の開
口部を形成している。
【００１３】
　第一カバー部材５２１と第二カバー部材５２２とは、中心軸５２５を介して、相互に回
動可能に連結されている。
【００１４】
　第二カバー部材５２２は第一カバー部材５２１より小さく形成されており、第二カバー
部材５２２の一端５２２Ｂは第一カバー部材５２１と干渉することなく回動可能な位置に
ある。
【００１５】
　コイルバネ５２３は、相互に回動可能に連結された第一カバー部材５２１及び第二カバ
ー部材５２２の内部に収納されており、第一カバー部材５２１及び第二カバー部材５２２
が相互に閉じるように、すなわち、第一カバー部材５２１は中心軸５２５を中心として時
計方向に、第二カバー部材５２２は中心軸５２５を中心として反時計方向に第一カバー部
材５２１及び第二カバー部材５２２をそれぞれ付勢している。このため、常態においては
、図１５に示すように、第一カバー部材５２１と第二カバー部材５２２とは相互に閉じた
状態にある。
【００１６】
　従来の装身具用連結具５００は以下のようにして使用される。
【００１７】
　図１６は雄連結具５１０を雌連結具５２０の内部に挿入した状態における縦断面図であ
る。
【００１８】
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　雄連結具５１０を第一カバー部材５２１の切り欠き５２１Ａと第二カバー部材５２２の
切り欠き５２２Ａとからなる開口部に挿入して行くと、雄連結具５１０の第二部分５１１
Ｂの外径が徐々に大きくなることに応じて、開口部が上下方向に徐々に広げられる。すな
わち、第一カバー部材５２１は中心軸５２５を中心として反時計方向に回動し、第二カバ
ー部材５２２は中心軸５２５を中心として時計方向に回動する。
【００１９】
　雄連結具５１０をさらに雌連結具５２０の内部に押し込むと、雄連結具５１０の溝５１
１Ｃが第二カバー部材５２２の側壁５２２Ｃと整列する位置まで到達する。雄連結具５１
０がこの位置まで到達すると、それまで棒状体５１１の第一部分５１１Ａにより時計方向
に回動させられていた第二カバー部材５２２は、棒状体５１１の第一部分５１１Ａによる
押圧力がなくなるため、コイルバネ５２３の弾性力を受けて、時計方向に回動する。すな
わち、第二カバー部材５２２の側壁５２２Ｃが図１５の上方に向って移動し、溝５１１Ｃ
に下方から嵌合する。
【００２０】
　図１６は、第二カバー部材５２２の側壁５２２Ｃが雄連結具５１０の溝５１１Ａに嵌合
した状態を示している。この状態においては、第二カバー部材５２２の側壁５２２Ｃが雄
連結具５１０の溝５１１Ａに嵌合しているため、雄連結具５１０は雌連結具５２０の内部
にロックされた状態にある。さらに、図１６に示すように、第一カバー部材５２１の内壁
５２１Ｂが棒状体５１１を上方から、第二カバー部材５２２の内壁５２２Ｄが棒状体５１
１を下方から支持した状態にある。
【００２１】
　雄連結具５１０を雌連結具５２０から抜き取るためには、中心軸５２５に関して切り欠
き５２１Ａ及び５２２Ａとは反対側の第二カバー部材５２２の領域（図１６においては、
中心軸５２５より左側の領域）を、矢印Ｙに示すように、上方に押し込む。すなわち、第
二カバー部材５２２を中心軸５２５を中心として時計方向に回動させる。
【００２２】
　なお、第二カバー部材５２２を押し上げる箇所を示すため、第二カバー部材５２２には
凹部５２２Ｅが形成されている。
【００２３】
　第二カバー部材５２２を、矢印Ｙに示すように、上方に押し込むと、第二カバー部材５
２２は中心軸５２５を中心として時計方向に回動し、その結果、第二カバー部材５２２の
側壁５２２Ｃは下方に回動し、第二カバー部材５２２の側壁５２２Ｃと雄連結具５１０の
溝５１１Ｃとの係合が解除される。
【００２４】
　これにより、雄連結具５１０と雌連結具５２０との間のロックが解除され、雄連結具５
１０を雌連結具５２０から抜き取ることが可能になる。
【００２５】
　雄連結具５１０を雌連結具５２０から抜き取った後、第二カバー部材５２２を上方に押
し込むことを停止すれば（すなわち、第二カバー部材５２２から指を離せば）、コイルバ
ネ５２３の弾性力により、第二カバー部材５２２は元の位置に復帰する。すなわち、第一
カバー部材５２１及び第二カバー部材５２２は図１５に示す状態に戻る。
【００２６】
　図１７は従来の装身具用連結具の第二の例の分解図である。
【００２７】
　図１７に示す従来の装身具用連結具６００は、雄連結具６１０と、雌連結具５２０と、
からなり、図１５及び図１６に示した従来の装身具用連結具５００と比較して、雄連結具
６１０の形状のみが相違している。
【００２８】
　図１８は雄連結具６１０を雌連結具５２０の内部に挿入した状態における縦断面図であ
る。
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【００２９】
　図１７に示すように、装身具用連結具６００における雄連結具６１０は、棒状体６１１
と、棒状体６１１の一端に取り付けられた連結環６１２と、からなる。
【００３０】
　棒状体６１１の一端の近くにはリング状の溝６１１Ｄが形成されている。棒状体６１１
は、外径が一定である第一部分６１１Ａと、先端に近づくにつれて外径が徐々に小さくな
る第二部分５１１Ｂと、第一部分６１１Ａの外径より小さく、かつ、一定の外径を有し、
先端が半球形状になっている第三部分６１１Ｃと、からなる。
【００３１】
　装身具用連結具６００の使用方法は装身具用連結具５００の使用方法と同一である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３２】
【特許文献１】特開平９－１８２６０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３３】
　上記のように、従来の装身具用連結具５００、６００における雄連結具５１０、６１０
を構成する棒状体５１１、６１１は、雌連結具５２０が係合する溝５１１Ｃ、６１１Ｄよ
り先の部分においては、外径が一定である部分５１１Ａ、６１１Ａと、先端が細くなって
いる部分５１１Ｂ、６１１Ｃとから構成されている。
【００３４】
　雄連結具５１０、６１０を雌連結具５２０の内部に挿入する際には、雄連結具５１０、
６１０を滑らかに挿入できることが要求されるため、棒状体５１１、６１１の外径を一定
にするか、あるいは、先端を細くすることは必須である。
【００３５】
　棒状体５１１、６１１の外径を一定にするか、あるいは、先端を細くすれば、雄連結具
５１０、６１０を雌連結具５２０の内部に滑らかに挿入できるようになるが、その反面、
次のような欠点が生じる。
【００３６】
　雄連結具５１０、６１０を雌連結具５２０の内部に挿入する際、ライン状の装身具を首
の回りに掛けて、首の後側で両手を使って雄連結具５１０、６１０を雌連結具５２０に嵌
め込むことになることが多い。このような場合、使用者は目視で確認することはできない
ため、両手の感触のみに依存して、雄連結具５１０、６１０を雌連結具５２０の内部に挿
入することになる。
【００３７】
　しかしながら、雄連結具５１０、６１０を雌連結具５２０の内部に滑らかに挿入できる
と、雄連結具５１０、６１０を雌連結具５２０の内部に挿入したときの感触と、雄連結具
５１０、６１０が雌連結具５２０の内部に挿入されない状態のまま雄連結具５１０、６１
０を押すときの感触とが同じであるため、逆に、使用者にとっては、雄連結具５１０、６
１０が雌連結具５２０に確実に挿入されているか否かの判断が難しくなる。このため、使
用者自身は雄連結具５１０、６１０を雌連結具５２０の内部に挿入したものと判断しても
、実際には、雄連結具５１０、６１０が雌連結具５２０に挿入されておらず、使用者が雄
連結具５１０、６１０及び雌連結具５２０から両手を離すと、装身具が落下してしまうと
いうことがあった。
【００３８】
　本発明はこのような従来の装身具用連結具における問題点に鑑みてなされたものであり
、使用者が自分の目で確認できない箇所（例えば、首の後側）において雄連結具を雌連結
具に連結するような場合であっても、雄連結具が確実に雌連結具に連結されたことを確認
することが可能な雄連結具あるいは装身具用連結具を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００３９】
　上記の目的を達成するため、本発明は、ライン状の装身具の一端を連結可能な雄連結具
と、前記装身具の他端を連結可能な雌連結具と、からなる装身具用連結具であって、前記
雌連結具は、前記雄連結具を内部に挿入した状態にロックすることが可能であるとともに
、前記雌連結具に対する使用者による所定の動作に応じて、前記雄連結具に対するロック
を解除し、前記雄連結具を抜き取ることを可能にする装身具用連結具における前記雄連結
具であって、前記雄連結具は棒状体からなり、前記棒状体には前記雌連結具が係合する溝
が形成されており、前記棒状体の前記溝より前方の部分は、その先端から、最大外径とし
て第一の外径を有する第一部分と、前記第一の外径よりも小さい最大外径を有する第二部
分と、をこの順番に備えており、前記第一の外径は前記雄連結具が前記雌連結具の開口部
を通過する際に前記雄連結具と前記雌連結具の開口部との間に接触抵抗を生じさせる大き
さであることを特徴とする雄連結具を提供する。
【００４０】
　前記第一の外径は前記雌連結具の前記開口部に挿入可能な範囲内において最大の外径で
あることが好ましい。
【００４１】
　前記第一部分は外側に凸の曲線状をなし、前記第二部分は内側に凸の曲線状をなしてい
ることが好ましい。
【００４２】
　本発明に係る雄連結具は、前記第二部分と連続し、前記第二部分の最大外径よりも大き
い最大外径を有する第三部分をさらに備えることが好ましい。
【００４３】
　前記第一部分と前記第二部分との境界には段差が形成されていることが好ましい。
【００４４】
　本発明は、さらに、上記の雄連結具と、前記装身具の他端を連結可能な雌連結具と、か
らなる装身具用連結具であって、前記雌連結具は、前記雄連結具を内部に挿入した状態に
ロックすることが可能であるとともに、前記雌連結具に対する使用者による所定の動作に
応じて、前記雄連結具に対するロックを解除し、前記雄連結具を抜き取ることを可能にす
る装身具用連結具を提供する。
【発明の効果】
【００４５】
　従来の装身具用連結具５００、６００における雄連結具５１０、６１０の先端部分は外
径が一定、あるいは、外径が徐々に小さくなるように設定されているのに対して、本発明
に係る雄連結具においては、従来の装身具用連結具５００、６００とは逆に、先端部分が
太く設定されている。このため、雄連結具の第一部分を雌連結具の開口部に通すときに、
大きな接触抵抗が生まれる。このように、装身具用連結具の使用者にとっては、雄連結具
の第一部分を雌連結具の開口部に通すときに大きな接触抵抗を感じることになり、雄連結
具を確実に雌連結具の内部に挿入しつつあることを実感することが可能である。
【００４６】
　さらに、雄連結具を雌連結具から抜き取る際にも、雄連結具の第一部分が雌連結具の開
口部を通過する際に接触抵抗を生じることから、使用者としては、雄連結具が雌連結具か
ら抜き取られつつあることを確実に実感することが可能である。
【００４７】
　以上のように、本発明に係る雄連結具を用いることにより、雄連結具を雌連結具の内部
に挿入する際に、雄連結具の第一部分が雌連結具の開口部を通過するときに生じる接触抵
抗によって、使用者は雄連結具を雌連結具の内部に挿入しつつあることを実感することが
可能であるため、確実に雄連結具を雌連結具に対してロックさせることができる。従来の
装身具用連結具５００、６００とは異なり、雄連結具１００を雌連結具５２０の内部に確
実に挿入することができているか否かを判断できないということはなくなる。
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【００４８】
　従来の装身具用連結具５００、６００においては、雄連結具５１０、６１０を雌連結具
５２０の内部にスムーズに挿入することが重視されていたため、雄連結具５１０、６１０
の先端を基端側よりも太くするという発想は生じ得なかった。これに対して、本発明に係
る雄連結具はそのような発想を覆すことにより、上記のような使用者に有益な効果を奏す
るに至ったものである。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の第一の実施形態に係る雄連結具を用いた装身具用連結具の分解図である
。
【図２】本発明の第一の実施形態に係る雄連結具の平面図である。
【図３】本発明の第一の実施形態に係る雄連結具の斜視図である。
【図４】本発明の第一の実施形態に係る雄連結具を雌連結具の内部に挿入する途中の状態
における縦断面図である。
【図５】本発明の第一の実施形態に係る雄連結具を雌連結具の内部に挿入する途中の状態
における縦断面図である。
【図６】本発明の第一の実施形態に係る雄連結具を雌連結具の内部に挿入し終わった状態
における縦断面図である。
【図７】本発明の第二の実施形態に係る雄連結具の平面図である。
【図８】本発明の第三の実施形態に係る雄連結具の平面図である。
【図９】発明の第三の実施形態に係る雄連結具を雌連結具の内部に挿入する際の縦断面図
である。
【図１０】発明の第三の実施形態に係る雄連結具を雌連結具の内部に挿入する際の縦断面
図である。
【図１１】発明の第三の実施形態に係る雄連結具を雌連結具の内部に挿入する際の縦断面
図である。
【図１２】発明の第三の実施形態に係る雄連結具を雌連結具の内部に挿入する際の縦断面
図である。
【図１３】本発明の第四の実施形態に係る雄連結具の平面図である。
【図１４】本発明の第四の実施形態に係る雄連結具の斜視図である。
【図１５】従来の装身具用連結具の第一の例の分解図である。
【図１６】図１５に示した従来の装身具用連結具の縦断面図である。
【図１７】従来の装身具用連結具の第二の例の分解図である。
【図１８】図１７に示した従来の装身具用連結具の縦断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５０】
（第一の実施形態）
　図１は、本発明の第一の実施形態に係る雄連結具１００を用いた装身具用連結具１５０
の分解図である。
【００５１】
　本実施形態に係る雄連結具１００は雌連結具５２０とともに装身具用連結具１５０を構
成する。
【００５２】
　図２は本実施形態に係る雄連結具１００の平面図、図３は本実施形態に係る雄連結具１
００の斜視図である。
【００５３】
　図１乃至図３に示すように、雄連結具１００は、棒状体１１０と、棒状体１１０の一端
に取り付けられた連結環１２０と、からなる。
【００５４】
　ライン状装身具の一端５３１は連結環１２０に連結される。
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【００５５】
　棒状体１１０の一端の近くにはリング状の溝１１１が形成されている。
【００５６】
　棒状体１１０の溝１１１より前方の部分は、その先端から、最大外径として第一の外径
Ｄ１を有する第一部分１１０Ａと、第一部分１１０Ａと連続し、最大外径として第一の外
径Ｄ１よりも小さい第二の外径Ｄ２と最小外径として第二の外径Ｄ２よりも小さい外径Ｄ
２Ａとを有する第二部分１１０Ｂと、第二部分１１０Ｂと連続し、最大外径として第二の
外径Ｄ２よりも大きい第三の外径Ｄ３を有する第三部分１１０Ｃと、をこの順番に備えて
いる。
【００５７】
　第三部分１１０Ｃの第三の外径Ｄ３は第一部分１１０Ａの第一の外径Ｄ１よりやや大き
く設定されている。
【００５８】
　また、図１乃至図３に示すように、第一部分１１０Ａは第一の外径Ｄ１を頂点とする外
側に凸の曲線状をなし、第二部分１１０Ｂは第二の外径Ｄ２を頂点とし、外径Ｄ２Ａを底
とする内側に凸の曲線状をなしており、第一部分１１０Ａと第二部分１１０Ｂとは滑らか
に曲線状に連続している。同様に、第三部分１１０Ｃは第二部分１１０Ｂとは滑らかに曲
線状に連続している。
【００５９】
　以上のように、概略的には、本実施形態に係る雄連結具１００は、先端付近が太く、溝
１１１に近づくにつれて、細くなり、次いで、再度太くなるような構造を備えている。
【００６０】
　なお、溝１１１と連結環１２０との間の部分である鍔１１２の外径は第一の外径Ｄ１及
び第三の外径Ｄ３よりも大きく設定されている。これは、雄連結具１００を雌連結具５２
０の内部に必要以上に押し込むことを防止するためである。
【００６１】
　本実施形態に係る雄連結具１００を有する装身具用連結具１５０の使用方法は図１５及
び図１６に示した従来の装身具用連結具５００と同様であるが、本実施形態に係る雄連結
具１００を用いることにより、装身具用連結具１５０は以下のような効果を発揮する。
【００６２】
　図４及び図５は雄連結具１００を雌連結具５２０の内部に挿入する途中の状態における
縦断面図であり、図６は雄連結具１００を雌連結具５２０の内部に挿入し終わった状態に
おける縦断面図である。
【００６３】
　従来の装身具用連結具５００においては、雄連結具５１０の溝５１１Ｃに近い基端側の
第一部分５１１Ａは外径が大きく、第二部分５１１Ｂは外径が徐々に小さくなっている。
これを本実施形態に係る雄連結具１００と比較すると、雄連結具５１０の第一部分５１１
Ａの外径は雄連結具１００の第三部分１１０Ｃの第三の外径Ｄ３に等しく、雄連結具５１
０の第二部分５１１Ｂの外径は雄連結具１００の第三部分１１０Ｃの第三の外径Ｄ３以下
である（雄連結具５１０の第二部分５１１Ｂの何れかの直径が雄連結具１００の第二部分
１１０Ｂの第二の外径Ｄ２に等しい）。
【００６４】
　また、従来の装身具用連結具６００においては、雄連結具６１０の溝６１１Ｄに近い基
端側の第一部分６１１Ａの外径が大きく、第三部分６１１Ｃの外径は小さい。これを本実
施形態に係る雄連結具１００と比較すると、雄連結具６１０の第一部分６１１Ａの外径が
雄連結具１００の第三部分１１０Ｃの第三の外径Ｄ３に等しく、雄連結具６１０の第三部
分６１１Ｃの外径が雄連結具１００の第二部分１１０Ｂの第二の外径Ｄ２に等しい。
【００６５】
　すなわち、従来の装身具用連結具５００、６００における雄連結具５１０、６１０の先
端部分は外径が一定、あるいは、外径が徐々に小さくなるように設定されているのに対し
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て、本実施形態に係る雄連結具１００においては、逆に、先端部分が太く設定されている
。
【００６６】
　このため、図４に示すように、雄連結具１００の第一部分１１０Ａを雌連結具５２０の
開口部に通すときに、雄連結具１００の第一部分１１０Ａと雌連結具５２０との間に大き
な接触抵抗が生まれる。雄連結具１００をさらに雌連結具５２０の内部に押し込み、第一
部分１１０Ａが雌連結具５２０の開口部を完全に通過し、図５に示すように、第二部分１
１０Ｂが雌連結具５２０の開口部に到達した時点においては、第一部分１１０Ａを通過さ
せるときの接触抵抗はなくなっている。
【００６７】
　このように、装身具用連結具１５０の使用者にとっては、雄連結具１００の第一部分１
１０Ａを雌連結具５２０の開口部に通すときに大きな接触抵抗を感じることになり、雄連
結具１００を確実に雌連結具５２０の内部に挿入しつつあることを実感することが可能で
ある。
【００６８】
　雄連結具１００をさらに押し進めると、第三部分１１０Ｃが雌連結具５２０の開口部に
当たる。第三部分１１０Ｃの外径Ｄ３は第一部分１１０Ａの外径Ｄ１よりもやや大きく設
定されているため、第三部分１１０Ｃを雌連結具５２０の開口部に通すときに、第一部分
１１０Ａを雌連結具５２０の開口部に通すときよりもさらに大きな接触抵抗が生じる。
【００６９】
　このため、装身具用連結具１５０の使用者にとっては、第一部分１１０Ａを雌連結具５
２０の開口部に通すときに感じた接触抵抗に続いて、二度目の接触抵抗を感じることにな
り、雄連結具１００を確実に雌連結具５２０の内部に挿入しつつあることを実感すること
が可能である。
【００７０】
　雄連結具１００をさらに押し進めると、図６に示すように、第二カバー部材５２２の側
壁５２２Ｃが溝１１１に係合するため、雄連結具１００が雌連結具５２０の内部に確実に
ロックされたことを確認することが可能である。
【００７１】
　さらに、第二カバー部材５２２の側壁５２２Ｃが溝１１１に係合する際、小さな接触音
が発生するため、装身具用連結具１５０の使用者にとっては、この音によって、雄連結具
１００が雌連結具５２０の内部に確実にロックされたことを確認することができる。
【００７２】
　さらに、雄連結具１００を雌連結具５２０から抜き取る際にも、雄連結具１００の第三
部分１１０Ｃが雌連結具５２０の開口部を通過するときと、雄連結具１００の第一部分１
１０Ａが雌連結具５２０の開口部を通過するときに、計二回の接触抵抗を生じることから
、使用者としては、雄連結具１００が雌連結具５２０から抜き取られつつあることを確実
に実感することが可能である。
【００７３】
　以上のように、本実施形態に係る雄連結具１００を用いることにより、雄連結具１００
を雌連結具５２０の内部に挿入する際に、雄連結具１００の第一部分１１０Ａ及び第三部
分１１０Ｃが雌連結具５２０の開口部を通過するときにそれぞれ生じる接触抵抗によって
、使用者は雄連結具１００を雌連結具５２０の内部に挿入しつつあることを実感すること
が可能であるため、確実に雄連結具１００を雌連結具５２０に対してロックさせることが
できる。従来の装身具用連結具５００、６００とは異なり、雄連結具１００を雌連結具５
２０の内部に確実に挿入することができているか否かを判断できないことを防止すること
ができる。
【００７４】
　従来の装身具用連結具５００、６００においては、雄連結具５１０、６１０を雌連結具
５２０の内部にスムーズに挿入することが重視されていたため、雄連結具５１０、６１０



(10) JP 2014-138663 A 2014.7.31

10

20

30

40

50

の先端を太くするという発想は生じ得なかった。これに対して、本実施形態に係る雄連結
具１００はこれまでの発想を転換することにより、上記のような使用者に有益な効果を奏
するに至ったものである。
【００７５】
　本実施形態に係る雄連結具１００は上記の構造に限定されるものではなく、種々の変形
を施すことが可能である。
【００７６】
　例えば、本実施形態に係る雄連結具１００においては、第一部分１１０Ａの第一の外径
Ｄ１は第二部分１１０Ｂの最大外径である第二の外径Ｄ２よりも大きい外径を有し、かつ
、雌連結具５２０の開口部を通過する際に雄連結具１００の第一部分１１０Ａと雌連結具
５２０との間に接触抵抗を生じさせる程度の外径である限りにおいて、任意の外径を設定
することが可能である。すなわち、第一部分１１０Ａの第一の外径Ｄ１は雌連結具５２０
の開口部に挿入可能な範囲内において最大の外径から、雌連結具５２０の開口部を通過す
る際に雄連結具１００の第一部分１１０Ａと雌連結具５２０との間に接触抵抗を生じさせ
る範囲内において最小の外径までの間の任意の外径を設定することが可能である。
【００７７】
　また、本実施形態に係る雄連結具１００はリング状の連結環１２０を有するものとして
形成されているが、連結環１２０の形状は任意である。
【００７８】
　また、本実施形態に係る雄連結具１００においては、第一部分１１０Ａの第一の外径Ｄ
１と第三部分１１０Ｃの第三の外径Ｄ３とは相互に等しく設定されているが、第三の外径
Ｄ３を第一の外径Ｄ１より小さく、あるいは、大きく設定することも可能である。ただし
、第三の外径Ｄ３を第一の外径Ｄ１より小さく設定した場合には、第三部分１１０Ｃが雌
連結具５２０の開口部を通過するときに接触抵抗が生じないこともある。
【００７９】
（第二の実施形態）
　図７は本発明の第二の実施形態に係る雄連結具２００の平面図である。
【００８０】
　本実施形態に係る雄連結具２００は、第一の実施形態に係る雄連結具１００と比較して
、第三部分１１０Ｃを有していない点において相違している。
【００８１】
　図７に示すように、本実施形態に係る雄連結具２００の棒状体１１５の溝１１１より前
方の部分は、その先端から、最大外径として第一の外径Ｄ１を有する第一部分１１０Ａと
、第一部分１１０Ａと連続し、最大外径として第一の外径Ｄ１よりも小さい第二の外径Ｄ
２を有する第二部分１１０Ｂと、をこの順番に備えている。
【００８２】
　すなわち、本実施形態に係る雄連結具２００においては、第一の実施形態に係る雄連結
具１００の第三部分１１０Ｃに対応する部分は第二部分１１０Ｂの一部となっている。
【００８３】
　本実施形態に係る雄連結具２００によっても第一の実施形態に係る雄連結具１００と同
様の効果を奏することができる。
【００８４】
　なお、図７に示すように、棒状体１１５の先端は破線１１３で示すような先細の形状に
することも可能である。
【００８５】
（第三の実施形態）
　図８は本発明の第三の実施形態に係る雄連結具３００の平面図である。
【００８６】
　第一の実施形態に係る雄連結具１００においては、棒状体１１０の第一部分１１０Ａ、
第二部分１１０Ｂ及び第三部分１１０Ｃは外側または内側の凸の曲線状に形成されている
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のに対して、本実施形態に係る雄連結具３００の棒状体１１６の第一部分１１０Ａ、第二
部分１１０Ｂ及び第三部分１１０Ｃは単純な円筒形として形成されている。
【００８７】
　具体的には、本実施形態に係る雄連結具３００の棒状体１１６の第一部分１１０Ａは外
径Ｄ１を有する円筒形、第二部分１１０Ｂは外径Ｄ２を有する円筒形、第三部分１１０Ｃ
は外径Ｄ３を有する円筒形からなっている。
【００８８】
　外径Ｄ１は外径Ｄ２より大きく（Ｄ１＞Ｄ２）、かつ、外径Ｄ３は外径Ｄ２より大きい
（Ｄ３＞Ｄ２）。
【００８９】
　図９乃至図１２は雄連結具３００を雌連結具５２０の内部に挿入する際の縦断面図であ
る。
【００９０】
　図９に示すように、雄連結具３００の第一部分１１０Ａを雌連結具５２０の開口部に通
すときに、雄連結具３００の第一部分１１０Ａと雌連結具５２０との間に大きな接触抵抗
が生まれる。
【００９１】
　雄連結具３００をさらに雌連結具５２０の内部に押し込み、第一部分１１０Ａが雌連結
具５２０の開口部を完全に通過し、図１０に示すように、第二部分１１０Ｂが雌連結具５
２０の開口部に到達した時点においては、第一部分１１０Ａを通過させるときの接触抵抗
はなくなっている。
【００９２】
　このように、装身具用連結具１５０の使用者にとっては、雄連結具３００の第一部分１
１０Ａを雌連結具５２０の開口部に通すときに大きな接触抵抗を感じることになり、雄連
結具３００を確実に雌連結具５２０の内部に挿入しつつあることを実感することが可能で
ある。
【００９３】
　雄連結具３００をさらに押し進めると、図１１に示すように、第三部分１１０Ｃが雌連
結具５２０の開口部に当たる。例えば、第三部分１１０Ｃの外径Ｄ３を第一部分１１０Ａ
の外径Ｄ１と等しく、あるいは、第一部分１１０Ａの外径Ｄ１より大きく設定しておくと
、第三部分１１０Ｃを雌連結具５２０の開口部に通すときに、第一部分１１０Ａを雌連結
具５２０の開口部に通すときと同様に、雄連結具３００の第三部分１１０Ｃと雌連結具５
２０との間に大きな接触抵抗が生じる。
【００９４】
　このため、装身具用連結具１５０の使用者にとっては、第一部分１１０Ａを雌連結具５
２０の開口部に通すときに感じた接触抵抗に続いて、二度目の接触抵抗を感じることにな
り、雄連結具３００を確実に雌連結具５２０の内部に挿入しつつあることを実感すること
が可能である。
【００９５】
　雄連結具３００をさらに押し進めると、図１２に示すように、第二カバー部材５２２の
側壁５２２Ｃが溝１１１に係合するため、雄連結具３００が雌連結具５２０の内部に確実
にロックされたことを確認することが可能である。
【００９６】
　さらに、雄連結具３００を雌連結具５２０から抜き取る際にも、雄連結具３００の第三
部分１１０Ｃが雌連結具５２０の開口部を通過するときと、雄連結具３００の第一部分１
１０Ａが雌連結具５２０の開口部を通過するときに、計二回の接触抵抗を生じることから
、使用者としては、雄連結具３００が雌連結具５２０から抜き取られつつあることを確実
に実感することが可能である。
【００９７】
　本実施形態に係る雄連結具３００は、第一の実施形態に係る雄連結具１００による効果
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に加えて、次のような追加的な効果を奏する。
【００９８】
　本実施形態に係る雄連結具３００を雌連結具５２０の開口部に通す際、使用者は棒状体
１１６の第一部分１１０Ａに起因する接触抵抗を感じるとともに、第一部分１１０Ａと第
二部分１１０Ｂとの境界の段差が雌連結具５２０の開口部を通過するときに、外径差に起
因して発生する音を聞くことができる。このため、装身具用連結具１５０の使用者は棒状
体１１６の第一部分１１０Ａに起因する接触抵抗を指で感じることができるとともに、段
差に起因する音を聞くことができるため、より確実に、雄連結具３００が雌連結具５２０
の内部に挿入されつつあることを確認することが可能になる。
【００９９】
　さらに、雄連結具３００は第二部分１１０Ｂにおいて一時的に係止された状態になる。
すなわち、雄連結具３００は第二部分１１０Ｂにおいて仮に係止され、溝１１１において
固定的に係止されることになるため、雄連結具３００を備えた装身具の全長を２段階に調
節することが可能である。
【０１００】
　なお、図８に示すように、第一部分１１０Ａの先端は破線１１４で示すような先細の形
状にすることも可能である。
【０１０１】
（第四の実施形態）
　図１３は本発明の第二の実施形態に係る雄連結具４００の平面図、図１４は雄連結具４
００の斜視図である。
【０１０２】
　本実施形態に係る雄連結具４００においては、第一の実施形態に係る雄連結具１００と
比較して、棒状体１１０の第一部分１１０Ａと第二部分１１０Ｂとの境界に段差２１０が
形成されている点が構造的に異なっている。
【０１０３】
　すなわち、第一の実施形態に係る雄連結具１００においては、第一部分１１０Ａと第二
部分１１０Ｂとの間においては棒状体１１０の外径は連続的に曲線的に変化しているのに
対して、本実施形態に係る雄連結具４００においては、棒状体１１０の第一部分１１０Ａ
と第二部分１１０Ｂとの境界においては、外径が非連続的に変化している。
【０１０４】
　本実施形態に係る雄連結具４００は、第一の実施形態に係る雄連結具１００による効果
に加えて、次のような追加的な効果を奏する。
【０１０５】
　本実施形態に係る雄連結具４００を雌連結具５２０の開口部に通す際、使用者は棒状体
１１０の第一部分１１０Ａに起因する接触抵抗を感じるとともに、第一部分１１０Ａと第
二部分１１０Ｂとの境界の段差２１０が雌連結具５２０の開口部を通過するときに、外径
差に起因して発生する音を聞くことができる。このため、装身具用連結具１５０の使用者
は、棒状体１１０の第一部分１１０Ａに起因する接触抵抗を指で感じることができるとと
もに、段差２１０に起因する音を聞くことができるため、より確実に、雄連結具２００が
雌連結具５２０の内部に挿入されつつあることを確認することが可能になる。
【０１０６】
　さらに、雄連結具４００は段差２１０において一時的に係止された状態になる。すなわ
ち、雄連結具４００は段差２１０において仮に係止され、溝１１１において固定的に係止
されることになるため、雄連結具４００を備えた装身具１５０の全長を２段階に調節する
ことが可能である。
【符号の説明】
【０１０７】
１００　第一の実施形態に係る雄連結具
１１０　棒状体
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１１１　溝
１２０　連結環
１５０　装身具用連結具
２００　第二の実施形態に係る雄連結具
１１５　棒状体
３００　第三の実施形態に係る雄連結具
１１６　棒状体
４００　第四の実施形態に係る雄連結具
２１０　段差
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